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障害福祉サービス事業所のICT化

～業務改善につなげるための活用法と注意点～

1



Copyright Insight Co., LTD. All Rights Reserved

自己紹介

北野 喬士（きたの たかし）

(株)インサイト取締役 パートナー

(N)Re-Live理事長

学生の頃から障害者支援ボランティアとして業界に携わり、障害福祉業界で25年の経
験を持つ。株式会社と・らいず（大阪市住之江区）では代表取締役として、移動支援・発達
障がい・不登校支援事業を経営。

’09年より株式会社インサイトのコンサルタントとして全国で障害福祉事業所向けの研
修・コンサルティングを実施。

‘09年と・らいず、‘14年株式会社YEVISを後身に譲り、地元でNPO法人Re-Live（大
阪府岬町）を設立、多機能（A型+B型）で民泊清掃や病院清掃、相談支援事業を実施。

平成31年度 厚生労働省障害者総合福祉推進事業『障害福祉サービス事業所における
生産性向上に関する調査研究』の事務局を務め、『障害福祉サービス事業所のICTを活用
した業務改善ガイドライン』の作成に携わる。
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● 令和元年度障害者総合福祉推進事業

『障害福祉サービス事業所のICTを活用した業務改善ガイドライン』
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本日の流れ

1. 基本編

● ICT化とは？

● なぜ福祉現場においてICT化が求められているのか？

● ICT化の進め方

2. 事例編

● ICTを活用業務改善手法の紹介

⮚ 情報共有

⮚ 会議

⮚ 利用者情報管理

⮚ 記録

3. ICT導入補助金を活用した実績報告書分析結果

4. まとめ
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1. 基本編
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基本編

①ICT化とは？

②なぜICTが求められているのか？

③ICT化の進め方
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ICTとは？

ICT（Information and Communication Technology）

：「情報通信技術」の略。通信技術を活用したコンピューター技術の活用方法。

IT（Information Technology）

：「情報技術」。ハードウェア、ソフトウェア等、コンピューター関連の技術そのもの。

7

DX（Digital Transformation）

：「デジタル変革」。「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化さ
せる」という概念。デジタル技術やデータを駆使して作業の一部にとどまらず社会
や暮らし全体がより便利になるよう大胆に変革していく取り組み。

ちなみに…
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ICT化とは？
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ICT（Information and Communication Technology）

：「情報通信技術」の略。IT機器を活用した情報通信技術。

ICT化
：情報通信技術を活用してコミュニケーションをより円滑に促進する事。
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ICT化とは？

コミュニケーションをより円滑に促進するのは

『より質の高い支援を実施する為』

その為に必要な事は

『業務改善』
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ICT化とは？

● ICT化の本質は「業務改善・見直し」

困ったこと

理想
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● 必要なタイミング・時
間に、会議をしたい。

● 施設が離れていて
移動が大変。

● 役員の会議の調整
が大変。

ICT化とは？

● 例えば…

困ったこと

理想

テレビ会議
or

調整さん
or

会議をやめる

11
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なぜICTが求められているのか
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なぜICTが求められているのか

13

厚生労働省 第9期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について（令和6年７月12日）
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なぜICTが求められているのか
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厚生労働省 第9期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について（令和6年７月12日）
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なぜICTが求められているのか
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職員の満足度

16

HELPMAN JAPAN「介護サービス業で働く人の満足度調査」（平成30年12月25日））
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職員の満足度

17

HELPMAN JAPAN「介護サービス業で働く人の満足度調査」（平成30年12月25日））
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ICT化の本質と目的

・ICT化の本質は業務改善

・業務改善の目的は「限られた人材で必要な支援を提供する為」
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ICT化の進め方

⚫ ポイントは「仮説検証」→「効果測定」を繰り返す（あきらめない）こと

ここが
一番重要

ICT
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各部門、事業所ごとにヒアリングを実施し、理想の状態を実現するために現状の仕組みでは何が課題とな
ているのかを明確化（見える化）する

⚫ ①：理想的な状態をイメージする

『ある業務にかかる時間を短縮し、直接支援に従事する時間を確保することで支
援の質・量を引き上げていきたい！』といった、具体的な理想像が無ければ進まな
い。

理想的な状態を考える際には、組織のトップが理想像を組織全体に明確に示して
いく事が重要。

⚫ ②：改善プロジェクトチームの立ち上げ

ICT化を進めていく際は、組織内で同じ理想像を共有できるメンバーで構成され
た改善プロジェクトチームが必要。チームでの課題解決が重要。

ICT化の進め方
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各部門、事業所ごとにヒアリングを実施し、理想の状態を実現するために現状の仕組みでは何が課題とな
ているのかを明確化（見える化）する

⚫ ③：現状を見える化

各部門、事業所ごとにヒアリングを実施し、理想の状態を実現するために現状の
仕組みでは何が課題となているのかを明確化（見える化）する。

（例）
各業務のワークフローと
それぞれに係る時間を見える化

ICT化の進め方
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⚫ ④：課題の設定

現状を見える化した後、課題を抽出、優先順位をつけ取り組むべき課題を設定。

業務フローを整理し、それぞれの業務に費やしいている時間・人数を記載すること
で優先順位を決定。

⚫ ⑤：解決策

設定した課題に対する解決策を考案。

ICT化は課題解決策の１つ。ICT化することで業務が複雑・乱雑になる可能性もある。

『業務をより効率化していく為には？』という視点でICT化に拘らない。

⚫ ⑥：仮説検証

解決策でICT化となれば、実際に小さくテスト的に取り組み始める。

課題をより小さく把握することで、試験的な取り組みが可能

ICT化の進め方
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ICT化の進め方

⚫ ⑦：効果測定

試験的にICT化に着手し、どの程度の業務効率化が可能となったかを測定する
（投入時間×人員×人件費）

試験的に実施し、費用対効果を測定出来れば、
大きくICT化に着手する際の
初期投資限度を算出することが可能となる。
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現場への浸透策

● ガイドラインに載っていませんが、重要です！

⚫ 経営層の役割

• 組織としての取り組みを、従業員・スタッフにきちんと理解してもらう

✓ 目的と将来の未来像

✓ なんのためにICT化するのか

✓ やらされ感をなくし、自分ごとにする

• 教育体制

✓ ICTに関するリテラシー教育

✓ 情報の扱いに関する教育

⚫ 実行（推進）チームの役割

• 仲間を増やしていく

• 少しづつで良い、結果が見えることが大事

24
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ICT活用のための道具

● なにが必要になってくるのか

⚫ ICT基盤の整備

• 高速インターネット、無線LAN環境

• アクセス端末（PCやスマホ）

⚫ クラウド型をおすすめ

• 災害に強い

• セキュリティ管理や運用の負担が少ない

⚫ 整備には費用がかかる

• 補助金や助成金の活用

• TechSoupへの登録（非営利団体限定）

⚫ 運用が必要

• 利用アカウントの管理

25
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ICT活用のための道具

・TechSoup
非営利法人（NPO法人、公益財団
法人、公益社団法人、社会福祉法
人）、一般社団法人を対象とした、
IT基盤・組織基盤強化を支援する
ためのプログラム

https://www.techsoupjapan.org/

・IT導入補助金 https://www.it-hojo.jp/

・障害福祉分野におけるICT導入モデル事業 →所属自治体に問い合わせ

26

https://www.techsoupjapan.org/
https://www.it-hojo.jp/
https://www.it-hojo.jp/
https://www.it-hojo.jp/
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2. 事例編
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情報共有

● 現場への浸透策

28
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情報共有

● グループウェアとは

組織内でスムーズな情報共有やコミュニケーション
を行い、効率的に業務を遂行するためのツール

〔グループウェアで出来る様になること〕

・スケジュール共有

・施設予約

・インフォメーション

・文書管理

・決裁（ワークフロー）

・法人内外とのメッセージのやり取り

➢ 例えば…

29

https://office.cybozu.co.jp
/

https://gsuite.google.co.jp
/intl/ja/

https://office.cybozu.co.jp/
https://office.cybozu.co.jp/
https://gsuite.google.co.jp/intl/ja/
https://gsuite.google.co.jp/intl/ja/
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会議

● 現場への浸透策

30
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情報共有

● テレビ会議システムとは

➢ 例えば…

https://zoom.us/jp-
jp/meetings.html

パソコンやスマホを使って、いつでも簡単にテレビ
会議ができるweb会議ツール

・コロナ会議（3～4月に毎日開催）
・計画相談のモニタリング

31

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
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利用者情報管理

● 現場への浸透策
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記録

● 現場への浸透策

34
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記録

● 電子記録システム（ネット上で支援記録を登録し、関係者で共有するシステム）

➢ 例えば… https://page.carecollabo.jp/

35

職員間ですぐに共有どこからでも入力

https://page.carecollabo.jp/
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外部との連携

● 外部との情報共有・連携

➢ 例えば…

● 話題に応じてスレッド
を作れる

● 届いたら携帯へ通知
も

36

グループホーム

相談支援

市役所

AFTER
支援計画の
件

Aさんの件

Bさんの件

https://go.chatwork.c
om/ja/?click=header-
navi

Microsoft Teams

https://www.microsoft.com/ja-

jp/microsoft-teams/group-chat-software

https://slack.com/intl/ja-jp/
https://slack.com/intl/ja-jp/
https://slack.com/intl/ja-jp/
https://slack.com/intl/ja-jp/
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その他（支援面）

● D-free（排泄予測デバイス）

➢ 例えば… https://dfree.biz/

37

超音波で膀胱の変化を捉え、排泄までのタイミングをお知らせする。

https://dfree.biz/
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その他（支援面）

● 様々な療育プログラム

38

SSTプログラムなどをタブレットを活用して実施。

Scratch - Imagine, Program, Share 

(mit.edu)

➢ 例えば…

プログラミング言語学習が無料でできるアプリ。

実際に導入したことにより、

・活動に積極的に取り組むようになった。
・言語能力が身に着いた。
・手順を考えるなど、論理的思考につながるやりとりが見られるようになった。

などの報告がある。

https://scratch.mit.edu/
https://scratch.mit.edu/
https://scratch.mit.edu/
https://scratch.mit.edu/
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3. ICT導入補助金を活用した実績報告書分析結果
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ICT実績報告

＜仕様＞

下記補助金の完了報告資料、全899事業所のデータを元に分析した。

➢R2実施分：33自治体、573事業所

➢R2繰越分：31自治体、326事業所
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導入設備

• 導入設備で多かったものは、上位より、PC（387件）、Tab（373件）、ソフト（268件）であった。

• 特徴的であったのは、周辺機器：モバイルプリンタが多くあった。
（訪問時に記録→現地で印刷・捺印するため）

【導入設備】
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導入目的

【導入目的：中・小項目と分類基準】

中項目 小項目 分類基準

インフラ整備 デジタル入力・ペーパーレス（PC・タブ・スマホ）
PC・タブ・スマホを活用してデジタル入力・ペーパーレ
ス化を図る

他入力（音声・非接触等） デジタル入力以外の入力方法
無線化・アクセスフリー wifi等を導入し、無線化・アクセスフリー化を図る
セキュリティ強化 VPN等を導入し、セキュリティ強化を図る

業務効率化・統合化 支援記録 支援記録
バイタル バイタルチェック
請求事務 請求事務
シフト調整 職員・利用者等のシフト調整
勤怠管理 職員・利用者等の勤怠管理
給与計算 給与計算
電子決裁 電子決済（電子捺印、ワークフロー等）

情報共有・作業迅速化 グループウェア（情報共有） グループウェアを用いた情報共有・連絡等
情報一元化・連絡 グループウェアの記載がない情報共有・連絡等
コミュニケーション（音声・SNS） コミュニケーションの円滑化（音声・SNS利用）
現場・外出先での入力 事務所以外（現場・外出先）での入力作業

現場・外出先での業務完了（出力・捺印）
事務所以外（現場・外出先）での業務完了（出力・捺印
まで含む）

リモート化 会議・テレワーク（内部） オンライン会議・テレワークへの対応（法人内部）
会議・研修（外部） オンライン会議・研修への対応（法人外部）
面談（保護者・利用者） オンライン面談（保護者・利用者）
在宅訓練・療育等（支援） オンライン訓練（日中の在宅、療育等）

新機能付加 見守り 見守り機能
視覚提示・意思表出支援等 視覚提示や意思表出支援への活用
栄養計算 栄養計算

工賃・営業・生産管理（就労）
工賃計算、営業活動、生産管理といった就労に関する
もの
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導入目的

• 中項目上位3位：リモート化(698件）、業務効率化・統合化（572件)、情報共有・作業迅速化（457件）

• 小項目上位3位：支援記録（341件）、会議・テレワーク（内部）(263件）、情報一元化・連絡（215件）

【導入目的（MA）】 ※n=899

インフラ整備
（２81）

業務効率化・統合化
(572)

情報共有・作業迅速化
（４57）

リモート化
(698)

新機能付加
(75)
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クロス分析：導入設備×導入目的

• 件数の多い組み合わせは、PC・Tab・ソフトの導入数に誘因されている傾向が強い（横軸）

• 大多数（150前後）：支援記録×PC・Tab・ソフト、会議・テレワーク（内部）×PC・Tab

• 多数（100前後）：デジタル入力×PC・Tab・ソフト、情報一元化×PC・Tab・ソフト、
現場外出先入力×PC・ソフト、会議研修（外部）×PC・Tab、面談×PC・Tab

• やや多（50前後）：多数だが、ユニークな取り組みは表の薄ピンクの組み合わせに多い。
例）現場・外出先での入力×周辺機器（プリンタ）（33件）
例）現場・外出先での業務完了（出力・捺印）×周辺機器（プリンタ）（16件）

【導入設備×導入目的】 ※n=899

インフラ整備 業務効率化・統合化 情報共有・作業迅速化 リモート化 新機能付加

デジタル入
力・ペー
パーレス
（PC・タ
ブ・スマホ）

他入力（音
声・非接触
等）

無線化・ア
クセスフ
リー

セキュリ
ティ強化

支援記録 バイタル 請求事務 シフト調整 勤怠管理 給与計算 電子決裁
グループ
ウェア（情
報共有）

情報一元
化・連絡

コミュニ
ケーション
（音声・
SNS）

現場・外出
先での入
力

現場・外出
先での業
務完了（出
力・捺印）

会議・テレ
ワーク（内
部）

会議・研修
（外部）

面談（保護
者・利用
者）

在宅訓練・
療育等（支
援）

見守り
視覚提示・
意思表出
支援等

栄養計算
工賃・営
業・生産管
理（就労）

ネットワーク・wifi 27 3 35 13 66 5 17 3 5 0 0 16 38 2 29 0 61 34 45 10 4 8 1 6

PC 103 1 17 14 153 10 42 6 21 6 2 26 92 8 85 13 154 105 104 44 4 19 1 28

Tab 87 5 18 10 155 35 31 9 23 2 3 30 116 11 66 9 137 84 113 46 5 16 1 12

スマホ 12 1 2 0 13 0 2 2 1 0 0 1 10 4 6 0 8 5 4 4 0 1 1 1
音声（ヘッドセット・インカ
ム・スピーカー） 15 6 7 2 23 3 3 4 3 0 0 3 24 11 19 3 43 30 23 10 2 3 0 5

映像（カメラ・ビデオ） 5 0 7 4 17 2 6 2 2 0 1 3 13 0 8 2 39 22 22 6 4 4 0 6
周辺機器（プリンタ・プロ
ジェクタ・スキャナ等） 31 1 6 7 45 3 7 2 5 1 1 11 31 0 33 16 48 34 24 10 1 8 1 7

センサー系 2 5 3 2 7 5 0 0 8 0 0 1 1 0 1 2 3 1 2 1 0 1 0 0

クラウド・サーバー・HDD 9 1 0 8 24 0 16 3 6 1 2 5 28 0 8 1 19 13 3 3 0 0 0 2

ソフト 89 3 8 15 149 15 58 10 23 9 0 20 98 4 54 3 57 26 37 19 1 5 1 8
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ソフトの種類

• 記録・請求連動ソフトが、130件と、ほぼ大半を占める。

• その他、基本的な底上げ（セキュリティ・ソフトウェア・ウィルス対策）を除くと、
勤怠管理、バイタル入力、グループウェア、シフト調整、音声入力、相談支援 等
が多い。

【ソフトの種類】
【（ご参考）ICTガイドラインでの計測モデル】

<基礎編>
• 記録：音声・スマホ（インカムによる業務改善）
• 勤怠：ICカード
• 情報共有：グループウェア
• 請求：システム
• 会議：テレビ会議・法人連携（相談）
• ICT環境全体
＜実践編＞
• 利用者情報管理
• 記録（手書き・現地）
• 請求
• シフト調整
• 勤怠管理
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業務時間削減率

• 約半減（～50%）が156件（23.2%）となっている。

• まだ効果測定しきれていないケースも多く、また記載精度がバラバラであるた
め、あくまで参考数値と考える。

半減よりもっと
248（36.8%）

半減に満たない
269（40.0%）
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ICT導入実績報告書 結果まとめ

＜結果まとめ＞

• 導入設備で多かったものは、上位より、PC（387件）、Tab（373件）、ソフト（268件）であった。
→他と比して上位3位が圧倒的に多かった。

• 導入目的は、中項目上位3位：リモート化(698件）、業務効率化・統合化（572件)、情報共有・作業迅
速化（457件）であった。

• また、小項目上位3位：支援記録（341件）、会議・テレワーク（内部）(263件）、情報一元化・連絡（215
件）であった。

• 導入設備×導入目的のクロス分析では、PC・Tab・ソフトの導入数に誘因されている傾向が強い。

• 大多数（150前後）：支援記録×PC・Tab・ソフト、会議・テレワーク（内部）×PC・Tab

• 多数（100前後）：デジタル入力×PC・Tab・ソフト、情報一元化×PC・Tab・ソフト、
現場外出先入力×PC・ソフト、会議研修（外部）×PC・Tab、面談×PC・Tab

• やや多（50前後）：多数だが、ユニークな取り組みは表の薄ピンクの組み合わせに多い。
例）現場・外出先での入力×周辺機器（プリンタ）（33件）
例）現場・外出先での業務完了（出力・捺印）×周辺機器（プリンタ）（16件）

• ソフトの種類も記録・請求連動ソフトが、130件と、ほぼ大半を占める。

• その他、基本的な底上げ（セキュリティ・ソフトウェア・ウィルス対策）を除くと、
勤怠管理、バイタル入力、グループウェア、シフト調整、音声入力、相談支援 等が多い。
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4. ロボット導入実績報告書の分析結果
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導入設備（MA）

• 導入設備上位2位は、移乗介護（315件）、見守り・コミュニケーション（267件）
が殆ど。

【導入設備】
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導入設備詳細

• 移乗介護（315）

【導入設備】

製品名 件数
イノフィス マッスルスーツ Every 152
移乗サポートロボット Hug 41
移動式リフト EL-580 17
床走行式電動介護リフト KQ-787 8
パワーアシストスーツ　J-PAS　fleairy 6

【移乗】

製品名 件数
ロボットアシストウォーカー 8
マッスルスーツEvery 4
いうら移動式リフトEL-580 2

【移動】

製品名 件数
家具調トイレセレクトR自動ラップ 19
ラップポン・エール2 14
いまイルモ 3
排泄予測デバイスＤＦｒｅｅ（ディフリー） 2

【排泄】

Every Hug EL-580

アシストウォーカー

トイレセレクトR

※マッスルスーツEvery→移乗の間違い
※移動式リフトEL-580→移乗の間違い
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導入設備詳細

• 見守り・コミュニケーション（267）

【導入設備】

製品名 件数
眠りSCAN 65
見守り介護ロボットaams 38
パラマウントベッド離床センサー付きベッド　エスパシア 9
シルエット見守りセンサ 9
見守りケアシステム内蔵低床サイドアップ3モーターベッド 9
ベッドコールC・スマート（赤外線センサー増設） 6

【見守り】

製品名 件数
バスリフト EWB100SR 7
マッスルスーツEveryソフトフィット 6
介護リフトつるべー 6

【入浴】

眠りSCAN aams

バスリフトEWB100SR
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3. まとめにかえて

52
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まとめにかえて

● うまくすすめる上で大事なこと

⚫ 一発で成功したり、うまくいったりしない
• 試行錯誤

⚫ 小さな成功体験の積み重ね
• 自信とモチベーションにつながる
• やればできる

⚫ 小口化して繰り返すこと
• 正解はない、それぞれ
• 小口化することで失敗しても小さい、評価しやすい

⚫ 伴走者を探す
• 組織外部からのサポートを受けて、活動を支援してもらう
• 宿題ドリブン

53
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ICT化とは？

⚫ 今日伝えたい事

54

ICTは道具

IT機器を導入したから全て解決ではない

本質は業務改善
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